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「甲賀地域花木・枝物研究会」現地研修会を開催 

 

甲賀地域では「甲賀地域花木・枝物研究会」が組織され、現在、ユーカリを軸に他の花木・枝

物品目も取り入れた、新たな花き産地の育成を目指しています。 

今後さらに、市場から期待される花木・枝物産地となるためには、主力であるユーカリの出

荷本数の増大と品質の安定および他産地との差別化を図るための品目の多様化が重要となる

ことから、６月２６日に現地研修会を開催したところ、生産者８名が参加されました。 

 

当日は、当産地の主力品種「ブリッジシアナ」の樹勢の調整と側枝の発生を促す、「主枝の切

り戻し（弱剪定）技術」の講習を実演を交えて行いました。 

また、市場から要望のある、「サンゴミズキ」や「メラレウカ」などの新たな花木・枝物品目につ

いて、実際に植えてある株を見ながら、その栽培方法や特徴等について、紹介し、栽培に取り

組むよう誘導しました。 

今後も、関係機関と連携し、研究会活動の支援を通して、地域の特徴を最大限に発揮する花

き産地の育成を目指した活動に取り組みます。 
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